
 

 

 

 

 

  

「誰も昔は生徒でした。教室で、グラウンドで、先生がくれた言葉に、いま、ありがとう！」

という定番のナレーションで始まるラジオ番組「Heart to Heart ありがとう、先生！」が

かつて放送されていました。 

たった３分間の番組であったようですが、心に染みる珠玉の言葉が数多く流れてきた

そうです。先生が生徒に贈った数々の言葉から「本音・愛情・温もり・強さ」などが感じら

れ、「こんな状況の時にこの言葉をかけたのだろうな」などと想像したり、時には「うるう

る」したりしたそうです。 

その内容が、「ありがとう、先生」のタイトルで書籍になっており、第２集まで出版されて

います。実はこの話を私の尊敬する元校長先生からお聞きしました。そこで、その校長先

生のお気に入りの言葉を紹介したいと思います。 

 

★笑顔のないところに、幸せは来ない 
  部活動の大会で負けてしまい、落ち込んでいたときに顧問の先生から掛けて 

  いただいた言葉です。 

★あなたは、あなたの人生の脚本家です 
  将来の夢が決まらず、進路が決められなくて悩んでいたときに先生がくれた 

  言葉です。 

★意識の連続が無意識になる 
  何かとマイナスに考えてしまう私に「いつもプラス思考でいろ！いつも意識し 

  ていれば、無意識にプラス思考になっていくんだ！」と声を掛けていただきまし 

  た。 

★仲間を信じて、一つの空気になろう 
  高校時代、吹奏楽部のコンクールで、キャプテンという責任感に潰されそうに 

  なった私にくれた言葉です。おかげで最高の演奏ができました。 

★泣くは修行、怒るは無知、笑うは悟り 
  失敗して泣いて、自分の不甲斐なさに腹を立てていたときに先生からいただい 

  た言葉です。 

★タンポポのようにたくましく、タンポポの種にように笑顔をまき散らせ 
  就職が決まらず、落ち込んでいたときにいただいた言葉です。がんばってみよう 

  という気になり、人気の会社に就職できました。 

   

先生と生徒の心の繋がりを感じます。楠中教職員はここに宣言します。楠中教職員

は心が固く結びつく前向きな明るい言葉を使います。「あのときは言えなかったけど、

いま、ありがとう！と言いたい」と楠中生から言われるためにも、必ず守ります。 
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最近、楠中学校の校長として嬉しいことがあります。それは、地域から「楠中生の力を

貸してほしい」と相談を受けることが多くなったことです。 

「楠のまちは私たちなしでは始まらない」です。楠中生、地域の担い手として、楠地区

のこれから行われる地域行事に君たちの力を貸そうではありませんか。今後の地域行

事を紹介します。 

 

★第５０回船木地区ふれあい運動会 

１０月１０日（土）前日準備 

１０月１１日（日）運営補助 

  ★吉部地区地域合同秋季運動会 

    １０月１８日（日）運営補助 ※吉部小 OB・OGに限る 

  ★オータムフェスタ 

    １０月１８日（日）スタンプラリー（チケット渡し等） 

                  ハロウィンパレード（お菓子配り） 

  ★千林尼石畳道清掃ボランティア 

    １０月３１日（土）１３：００～１４：００ 

  ★楠地区人権推進大会 

    １２月１２日（土）司会者募集 

   

地域行事に遊びに行く、これも地域貢献のひとつです。遊びに行くついでに、ボランテ

ィアをしてみる。地域の大人と一緒に活動することで新たな自分に出逢えるかもしれませ

ん。「誰かのために」「何かのために」活動するときのほうが「自分のために」活動するよ

りも満足は大きいものです。是非、体験してみてください。 

やればできる！君たちならできる！ 

 

 

さて９月２１日（月）敬老の日に、楠総合センターで「激励と慰安の会」が開かれ、参

加させていただきました。今年度楠地区で百歳を迎えられる方が１名、米寿（８８歳）を

迎えられる方が４０名おられるということでした。本当におめでとうございます。 

その会で万倉小学校の二人の児童さんが作文を朗読されました。おじちゃんおばあち

ゃんにまつわる作文で心温まるすてきな朗読でした。楠中生にも何かできないだろうか

と感じながら、聞いていました。 

来賓としてお越しになっておられた高村衆議院議員さんの祝辞の中で「長生きをする

キーワード」として「きょういく」と「きょうよう」があるというお話がありました。私の頭には

「教育」と「教養」という漢字が浮かびましたが、そうではありませんでした。 

「今日行くところがある」から「きょういく」、「今日用がある」から「きょうよう」。こういっ

た考えで過ごしているといつまでも若々しく、生き生きと活躍できるということでした。 

この言葉、とても気に入りました。楠中生はどう思いますか。「今」「ここ」「自分」を大

切にすることに繋がる深い言葉に感じました。「きょういく」と「きょうよう」意識して行動し

てみましょう。やればできる！君たちならできる！ 

 

 


